
海-霧と森林内外の陽光量

Yutaka HλHADA: A Study on SunIight Forests on Foggy Days. 

原 田 泰特

S 1.まえがき

森林のJ~IH. で的問を保っているいわゆる上貯木から林応をおうているいろいろの厨肝?を構成

している航生が， iJ持光によって差異をあらわすととは，いままでの研究によっても知られ， :l:也

被杭物の1-1 '，現やその欠 [<1ほどが防光量について論ぜられている。

林冠の|掠11\1をもれて射入する直射光線が，地上に影を砕す地点で、は，そのJ!H身、j の瞬11\1は相当

多量のJ!{~射をうけているが，なお棟地の liiJU寺観ìl!Hの紡!f~にくらべると極めて少量で、あるととが

多いo

との度はìÞÞJ'iがかかった場介に，との関係がどんなととになり，それがffHffJ"の発生や更新に

たいしていかなる影響を及ぽずかをう';11ろうとして，林内の調査や観ìJlilをしてみた。林の内外l乙

対して同JI;'j:観 i!!llを耗 rr にわたって実行し件たのは，ヤチハンノキ林・カラマツ人工林・ヤチダ

モ林・エゾマツ林および珍辺海岸のグケカンパ林等で、あった。

とのうちグケカンパ林の観ìl!l\を除くと，いやれも夜I j\ Jから朝方にかけては海議がかかってい

たが， 8 時とろから[1::.!r-i!l:くまで・は晴天の時が多く，午後 2 時とろから高揚となし全天を挺

って長大のJI寺と同様な結果を示していた。

との観ìJli Iにあたっては，林業1試験場札帆ー支場絵:}I:持14:技1\' ， líí]_l二釧路混牧試験地の佐々木径

五郎氏の御協力に対して深謝する。

S 2. 観測の方法

Gorcznski 氏の SoIarimeter によって， 15 分むきに林内外の I'iJ時観測をなし，とれと平行

して， Luxmeter による}限度と紫外総量を ìJli\定した。紫外線はクリスタル・ヴアイオレツト無

色シアン化*勿のアルコール溶戒を紫外線を透過し得るアンプ{ル内に封入し，との溶液を紫外

航に照射するとき紫色を生やるので，との紫色を標準色と比較して紫外繰の強度を測定した。

との強度と j照射した時I1fl とから， 1 分間]紫外棋に照射したときの強度数を換算して求める。

1 分間!!な射時の紫外線の強度を (n) とし， 上七色瓶の詐号を nt ， 紫外脱照射時間(秒)を

t とすると
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で求めら .{Lる。
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1) ヤチハンノキ4木

S 3. 森林内外の陽光観測成績

-171-

7 月 8 日， 9 fl , 10 日， 11 日の 4 日Ii IJ は終日観測を行ってみた。

7 月 8 日は 5 時とろには朝霧がj突し透視距雌 120m 内外で， 6 時ころには 100in となっ

た， 8 時とろからはv防火晴れてき

て， 4m の風が吹いていた。 10

時から太IJI 十j に入る一統むと旧道と

の分れ路の附近のハンノキ林で観

測を開始したυ

との林の樹冠の配置の状謹は第

1 図のようなr~í'でまうって， 10m']

内に 21 本の立木を凡，その平均

直径は 6.9cm ， :'1三均樹高は10.6m ，

とのなかの材杭は 0.725 m3 であ

った。観測の紡よ}~は tfD 去のごと

くで、あった。

ヤチハンノキ林の林氏は春から

手大にかけて放4交するためヒラギシ

スゲ・イワノガリヤスなどは採食

されて発生が話くなっている。
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第 1 図 ヤチノ\シノキ林の投影図

(10m2) 樹高 3.5~8.5m

cm は直径，霊~，士観測地点

第 1 表ハンノキ林内外の陽光( 7 月 8 日)
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と ~1.-1乙反してホザキシモツケやヒメシダ・ヱゾシロネ・メシダ・ヤマドリゼンマイ・パイケイ

サウ・ヒオウギアヤメなどc'Y~皮度が大となっている。

観i! [l 1の結果は第 1 去でも明らかなように 10 時から 12 時までは林外の平均では 1.4882

g.cal/cm"/min，林内は 0.0815 g.cal./cm2/min で，林内は林外裸地の 5% にすぎなかった。

第 2 表 カラマヅ林内外の陽光 (7 月 9 日)

. -t_~ M '¥fI'_ r=.;r. -r-I--rh ~1~ .EL 紫外線電 (E)
時・分|林外光量|林内光量トー十

I g 四1./州/凶nlg・ cal./cm"/m円林外林内

よ∞ 0.8225 0 ・ 0193 I 0 ・ 817 I 0 ・ 0717
15 0.8925 0.0290 

7 30  1 0945;1 口47

lm  l 0048: 
1.1375 0.0965 

1. 19C コ 0.0540

1.2250 0.0叫

9. 00 

" 15 

" 30 

か 45

10. 00 

か 15 I 
か 30

か 45 I 

11. 00 I 

か 15

M 30  l 
か 45 , 

12. ∞ l 
" 15 

か 30 I 

'1 45 I 

13. 0。

か 15 I 

ケ 30

" 45 

1.2425 

1.2665 

1.2863 

1.2950 

1.3125 

1. 3 125 

1.3038 

1.3038 

1.2665 

1.26C コ

1.2250 

1. 1900 

1.1375 

1. 1025 

1.05C コ

14. 00 I 1.0150 

グ 15 I 0.9450 

か叩 1 O.腕5
" 45' 0.8225 

15. 00 I 0.7350 

か 15 , 

か 30 I 

'1 45 

16. 00 

か 15

11 30 

11 45 

0.7175 

0.4988 

0.42C コ

0.2450 

0.2363 

0.2363 

0.1400 

0.1138 

0.0540 

0.0483 

0.0483 

0.0579 

0.0386 

0.0386 

0.0386 

0.0579 

0.5404 

0.1737 

0.4246 

0.0386 

0.0386 

0.0290 

0.0676 

0.0772 

0.0579 

0.1158 

0.0386 

0.0193 

0.0154 

0.0097 

0.0097 

0.0097 

0.0097 

0.0097 

0.0039 

O.OOC コ

0.817 : 0.0717 

0.850 I 0.0717 

1.000 : 0.161 

1.00J 0.108 

『J
4

匂J円
unu 

∞
 

R
υ
 

1 .225 I 0.07 17 

1.225 , 0.0717 

0.0390 

12 時 15 分から 14 時までは林外

千均1.22268 g.cal/cmりmil1で，

林内21~ltJ O.06734g.caI/cm勺mil1

で 6%，また 14 時 15 分から 18時

までは， 手本外 0.21579 ， **内は

0.04681 で 2236'を示した。との

日は林内の)H~射がタF誌をうけてい

た関係で、午後は哨がl していたが，

全 1 日では林内は林外の 11% で

あった。

2) カラマツ林

7 月 9 日には太岡村の徳 I'I~牧場

内で， H同11 13 /'1三に植栽した樹令

17 年生のカラマツ林で観iWJを行

った。第 1 巨lの間伐がほどとさ

れ，近く第2 回の間伐を行う予定

の処で，すでに枚組が交錯して林

J1ミの下平は衰退してササがわやか

に進入している程度であった。

第 2 凶 カラマツ林樹冠投影図

上段 cm は直径，下段 m は樹高

以下同l引
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10mコの )jllヲ区 ctr\:2 図) I^Iの本数 12 本についてみると， ;'1'-どJlÜ径は 12 cm , ;'j'-:EJfJlJ?';j は

7 ， 3m，村杭は1. 097 m' で-るった。とのほぼ r[1グと部に近く， SoIarimeter を据えつけて観測

した結県は抗2 炎のようなが;県を件た。

林外と林!刊の)fH射の状i)~は郁 6 図に示されている。観測のときは， 9 時到にはほとんど無風

状態で，林内の随所に以E ，I.~i.状の!!日射をみたが， 10 時凶には班点状J)!!日射が消失し，微風が川

てきて林内のシダの共5がゆJしていた。 12時とろには林内はまた班点状のJEt射をうけ，観il!lJmìr!iîー

を ql，己、に也径 1m くらし・の処にもJ!H身、j をうけた。 13 時にはJ!{{.射がなくなったが， -+..j，外はなお

晴れていた。 15 時から 7iJí.い:五がかかり， 防光も剥くなって冷え冷えしたJ!It~が吹いて， 16 11 年

30 分ごろには全xn記におおわれ市議のかかったことが観測IJ され， 16 時 15 分ごろからは海岸

方的[から霧が11j1しよせてきて， 16 時 30 分ごろには観測地一帯にも霧が去来して， 17 時ごろに

は透視距離 300m 税!支の議となって林内では!!日身、j主を感じなくなった。

8 時から 12 時までは林外1. 15538，林内 0.05018 g.cal./cm2fmin でF わす=かに 4% I亡す

ぎなかった。 12 時から 14 n年まで

は材dト1. 1558 ， 村， ("1は 0.1735

g.cal/cm'、Imin で， 15.% を示した

が，その後tr.f) ;':の ):iから混がかか

。てきたので， 14 n年 15 分から

17 時までは林外 0.5002，林内は

0.02492g.cal/cm2Iminとなり，そ

の%は午前r[ 1 に近く 5% となっ

た。全 1 n についてみると林内は

林外の 8% である。

3) ヤチダモÆ'，j，

7 )j 10 fl は 411年には '}J.ヵ:カミか

し透視距南fl370m TYJ主であり，

5 時には 320m となった。 8 時 30

分から観測を悶始した。当日は12

時頃少しく照射をみたが，全天曇

って晴れや，午後は風がでて 15

時より降雨となった。

樹冠の配白の状態は第 3 図のよ

うな所で， 10mヨ方形区内の本数

は 10 本を数え， 千均也径 12.9

第 3 表 ヤチ〆モ林内外の陽光( 7 月 17 日)

時・八 l 林外光母 林内光量一整型線泣 (ε)
刀;g.caI./cm2/min g.caI./cm2/mi n 林外|林内

8. 30 0.1750 

8. 45 0.1400 

9. 00 0.1400 

9. 15 0.2625 

9. 30 0.4200 

9. 45 

10. 00 

10. 15 

10. 30 

10. 45 

11. 00 

11. 15 

11. 30 

11. 45 

12. 00 

12. 15 

12. 30 

12. 45 

13. 00 

0.2275 

0.2100 

0.3325 

0.5250 

0.4025 

0.4375 

0.5425 

0.66己0

0.3850 

0.3675 

0.3500 

0.2975 

0.3238 

0.2975 

13. 15 0.2450 

13. 30 0.2100 

13. 45 O. 1 925 

14. 00 0.2100 

14. 15 

14. 30 

14. 45 

0.1488 

0.1575 

0.1750 

0.0676 

0.0579 

0.155 0.0250 

0.0579 '0.155 0.0250 

0.0965 

0.1544 

0.0926 

0.0772 

0.1351 

0.2123 

0.1544 

0.1737 

0.1930 

0.2316 

0.1514 

0.1351 

0.1351 

0.1255 

0.1351 

0.1158 

0.0965 

0.0965 

0.0772 

0.0965 

O. 仁 579

0.0676 

0.0579 

0.242 0.0346 

0.817 0.1080 

0.541 0.0717 

0.544 0.0688 

0.252 0.0316 

15. 00 0 , 1750 0.0483 
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cm , :'1'-均値Jt:î 13.7m，その村杭は 1.329m:! で，下

-fLとしてはパイケイサウ・メシダ・ワラビ・ホザキシ

モツケ・チシマフウロウ・アキノキリンサウなどで方え

牧の結県クロパー・チモシー等も林氏をfü.っていた。

叡iJllJの紡月Lは第 3 去のごとくである。

ヤチダ、モ林は疎林のため林内の!!日射は多かったが，

午後は，止天となり， 14時とろから I刊を交えたため林内

外の差は少なくなった。

第 3 図 ヤチダモ林偽l冠授J影図 8 n寺 30 分から 12 fJ寺までは材z外 0.3488 ， 材;f^Jは

o .13291 g.cal!cm~fmin で 38% を示し， 12 時 15 分

から 14 時までは林外 0.26578 ， 林内 0.10976 g.cal/cm引nin で 41%， 14 時 15 分から 15

fJ寺までは林外 0.16406 ， 林内 0.0579 g.cal/cm~fmin，林内はÆ*1iトの 35% を示し， 全 1 円の

叡iJll昨:111よ~で、は林内は林外の 38% になっている。

4) エゾマツ林

7 n 11 日に l二尼幌のヱゾマツ林で観測する。明は少しく議がよ也上にかかっていた。 12 時 45

分より微[:[せがはじまし火第に強くなり， 13 fJ手 15 介i乙観illlJ を 1[1 rL:した。

位j'itLの向日白状態は第 4 図のような所であって ， 10m~ の方形区内に 8 4，;があリ，千~JlÜ径

31cm , -'J'-j:[J位j~':j 20.6m ， 材七日は 9.241m' である。 下1.Y.としてはオシダ・ミヤマワラピ・ヤ

マドリゼンマイ・コウモリサウ・マイズルサウ・イワノガリヤス・コミヤマカタパミなどが+本

I~ミを主立っていた。公ノ〈であったため観測もイ汁づ子であったが，その市山県はみ(~ 4去に示した。

第 4表エゾマツ林内外の陽光 (7 月 11 日)

時・分|林外光量 I 林内光量|| 紫外線量 (E)
g.c旦1(cm2/min i g.cal(cm2/min i 林外 I 林内

10. 00 I 0.2100 0.0483 

" 0.2275 0.0483 

か 30 0.1925 0.0290 

か 45 0.2800 0.0386 

11. C コ 0.2800 0.0425 0.544 I 0.112 

" 15 0.2100 0.0290 

か 30 ! 0.21C コ 0.0290 

グ 45 0.210J 0.0347 

12. 00 0.1750 0.0251 0.335 0.103 

" 15 0.1750 0.0193 

" 30 0.1750 0.0193 

か 45 0.1050 0.0154 

13. 00 0.0525 0.0058 0.155: 0.061 

" 0.1050 0.0097 

すなわち 10 日辛から 12 時ーまでで

は林外は 0.2216 ， 林内は 0.0360

g.cal/cm2fmin で， 林内は 1636'

θ 

第4 図 ェヅマヅ林樹冠授影~

P.J ェヅマヅ
P.G アカェヅマヅ

Ab トドマヅ
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を示し， 12 !1寺 15 分から 13 時 15 分・まででは林外 0.1225，林内 0.01389 g.cal/cm"/min で，

林内は 11% にすぎなかった。会観i)lll時については林内は 14Jó'で・あった。

以上とれらの林内Jコ防光量は， "}たj、受託量にはj主していなし、としても p かなり idii 少であると

とは特易に J汚えられるととろで，しかも寄IJ介に灯ヲくの日の観i.!!I1で‘あったととからみても，海霧

の来襲の日制乙は，さらに著しいi成少を示すととは lりj らかである。さらに INI 匝l にJ本立している粒J

木の影|告で，尚一通の林地では 2 時1111以上[rí]-的所iてJfH射せられるととが少ない。すなわち，極

めてlIiiかの防光が林内に射入するのである。したがって，いろいろの樹陀の稚樹が生存しうる

としても，さらに良好な生育をとげるには，なお多量の防たを必要とする場合が多い。ただ他

の比相、|二の InHj~?'I''I:に関係する環境 1 '，1子がとの欠乏を*111完しうる場合に現内よりさらに良好な生

長も期待するととができる。すなわち環境のq f.'f主ととに ISl子ialの変化性にすl立し，その1111の有IJ

完程度を IIJjらかに.し，相互1 1\ 1の関辿について考ー慮しなければならない。

防光は光ととれに随1'1'ずる熱ヱネルギーは生王IH学的には別々に三!<it邑しなければならないとと

ながら，メにj誌には不可分の妥P~Iで、あし分離してjすえるととは森林生態学卜.からは無立五であ

る。

Inüj盗性の強いトドマツの雄樹で、も 4~5 年生のものは比較的弱度の防たにも耐えうるが， 15 

~20"1ミなどの齢昨与を加えたものは次第により多くの防光を要求する。防たの強度と I，F令との科l

関係数は十0.864士0.027 で，桁接な関係があるととがわかる 1)0 とれらトドマツ林内でも光

の強さは全光量にくらべて 10% 内外で，班点状の.l!H射をするととろで 20% に辻:しているの

は柿で p 林)おを被っている地被航物の下では 2~4% を脅迫とし， 1庁i林または林床が笹で、被わ

れているととろでは1.5% 以下になっておけ，その下には他の布lï !f'lJJの生存は許されない。

したがって ， JJi:ri)rは 5% 以下では困難で， lnjJj副主の強い樹のJ;!i析で、も 5~10% ではじまり，

非|耐陰性の樹で、は 20~30% でないと更新がはじまらない。 30% J.-1.J二で、更新が盛んとなり，

:lrl:もよい生1iーを JVJ侍するのは 50~60% 主J，，_J:.である均的。

すなわちぷ1:1 1村ではヤチダモ林を除いては， ，fjf二樹のJJiお?にはい-Nl も不il担当であって.上尾

悦のヱゾマツイヰーで、わ歩、かに，fff~樹を生じているがp カラマツヰ本では下立さえも欠如l している。

~ 4. 海霧来襲時の陽光量

太田村は海;岸からの距離があり，日中 i乙霧がかかるととが稀で，多くは日没後であるので，

陽光が出霧に影響される状況の観測には不便であったので，第2 回の観測の時には厚岸の珍辺

の海岸で観測するととにした。

8 月 2 日)手岸~Ir大字珍辺の厚岸事業区 5 林班のダケカンパ林内外を対照として観測した。と

の日は 9 時とろから厚岸の方両から霧がかかってきて海岸を去来していた。それで、海岸と海岸

から 250m 後方の林外とダケカンパ林内の 3 筒所で 10 時から観iJlll を悶始した。



形区内の本数は 17 ~三で，林冠

の状況は第5 図のごとくであっ

た。 -'1"均直径は 10.2cm，平均

樹高は 10.5m で，材Htは1.132 m3 であった。

海岸にはミヤマハンノキやケヤマハンノキの小群落があったがp 大学はダケカンパから成る
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第5 図 ダケカンバ林11t?冠投影図

とのダケカンパ林の 10m" 方
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第 6 図 カラマヅ林の陽光照射量

実線は裸地:1 l~(線は林内
下車地を 100 とすると林内(土 8%

林で、 p 海岸lこはショウブ・チシマフウロウ・ノコギリサウな Eが見られた。

観ì!!ll時には 11 時とろはウス防模様であったが， 14 時 30 分とろから全天が曇り， 15 時には

風も加わって p 土弘1::の湯は去ったο 観ì)ll lの結果は第 5去と第 7 図および、第 8 図に示した。

当日は極めて薄い主主ではあったがp その状況をおIH足するととができた。林内後方の裸地と霧

のかかってきた海岸での結果を見ると， 11 時から 12 n寺まではf~U也 (A) は千五j O.59105g. 

Ho.I 
cm怖1"

1.3 

cal!cm~jmin で， 1M岸 (B) は平均 0.18484

g.caljcm"jmin で，その割合は 31% であっ

立
A 林の桂Jïの棟地 (1日日出)
日 海書自主聾Lたj匝岸干果IH23%)

C 5'・ケ力 1 マrAc内 (11%) 
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第 7 !ZJ タケカ Y バ林の陽光J布、射量
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第 B 図 !fケカンバ林内外の緊外線 (1')

と照度 (Lux)
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C 紫外線量
林内光量!
g.cal/cm2imin I A 林外 IC 林内

1.837 

A B 
内陸林外光景 | 海岸林外光量
g.cal/cm2/min I g.calicm~imin 

1 1.∞ 0.5211 

か 15 I 0.4439 

/j 30 I 0.3088 

'1 45 I 0.4439 

12. C コ 0.7527

11 15 I 1.0615 

30 I 1.3317 

か 45 I 1.0808 

13. 00 I 0.9071 

11 15 I 0.6562 

30 I 1.0229 

か 45 I 1.0615 

14. C コ 0.9843

か 15 I 0.8106 

30 I 0.2895 

か 45 I 0.3474 

15. 00 I 0.1737 

か 15 I 0.2123 

30 1 0.2316 

か 45 I 0.1737 

16.00 I 0.1544 

か 15 I 0.1351 

照度 (Lux)

A林外 c林内

750 i 

ダケカンパ林内外の陽光( 8 月 2 日)

(ε) 

第 5 表
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4C コ

0.024 

0.363 

0.108 
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0.817 

0.161 

2.250 

0.817 

1.225 

4.134 

1.225 

0.0965 

0.0772 

0.0483 

0.0869 

0.1544 

0.1158 

0.0ヲ65

0.1062 

0.0965 

0.0772 

0.0965 

0.0772 

0.0676 

0.0772 

0.0386 

0.0579 

0.0193 

0.0193 

0.0386 

0.0386 

0.0193 

0.0193 

0.2100 

0.1925 

0.1313 

0.1750 

0.1925 

0.2625 

0.2100 

0.1488 

0.1925 

0.1488 

0.1313 

0.1050 

0.0963 

0.1225 

0.0963 

0.1400 

0.0963 

0.1225 

0.1050 

0.0875 

0.0613 

0.0613 

時・分

" 

11 

" 

" 

その:則合は 16% を示し，また 14 時 15B 地は 0.1618 g.caI/cmγmm で，A 士山は 1.0132 , 

分から 16 時 15 分までの千均では A 地は 0.2809 ， B 地は 0.09916 g.caIicm"/min で， 27%

であった。 14 時 15 分からの比率が大きくなったのは午後から霧が晴れた関係と品われる。

との時ダケカンパ林内では，海岸 B 区の牛ば、に減少している。すなわち，A 区と林内 (C 区)

14 時 15 分から 16 時 15とでは， 12 時までは 16% ， 12 時 15 分から 14 時までは 9% ，

分までは 13% となっている。

観;JlIJ時の合計ーでは 43.9014霧のj従い海岸は，謡がかかってきた時わ観測で、は，すなわち，

~f\手:T~まは 1/4 g.caI/cm2 で p 謡カ~;j:;jq乙吸牧された後方f!.t~地での観測では 194.962 g.cal/cm2 で，

21.4796 g.caI/cm2 となってさらにその(海岸の)牛ぽになににi成じているが，中本内では，

いた。

云いかえれば当日の霧によって日照は平均して 23% に減じているが，林内ではさらにその

したがって，当時は森林によって霧粒が捕捉されp 後方の開放4三分 11% 程度になっている。

地までは及ばなかったととは明らかである。

その-~立的な f頃向は SoIarimeterl乙よ

るものと同様な傾向を示していた。すなわち，明るさでは林内は 13% でるし紫外線の量は

Jf~度むよび紫外紘の量は 1 時間ごとに観測したが，
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林内は 16% を示している。

!� 5. 陽光の観測と同時に調査，考察せられたこと

(1) 樹木におよぽす出湯の)T6特

トドマツ・エゾマツの花粉は 25 0C の恒温で 1 恩夜で発芽するが，花粉の寿命はそのままで

は 1 週間くらいで 50% 以下になしそれより長くなると発芽しなくなって受精がおぼつかな

い。そとで，花粉が飛散しはじめてから 1 週間ぐらいの 1111に花の温度が 25 0 C くらいにJ二井す

る日がないと花芽が沢山ついた年でも結実に影響して， 不拡性のタネや主ltが多く 1)(1 作型にな

る 4)。

とのととについては，イロ身J熱による花詰[の上昇を iHH~とするととによって，豊凶関係を-)ぽIUJ

らかにしうると考えているが， 27年度は試験の実施がi!{かった関係で、その時機を犬したので，

28 年度に実行を計画している。

ただとの地方のトドマツの師、乃最lil を校粧の[-.1亡残っている出県の*Ihから松井技官5) が推定

したのによると，結実年度は 3~4 年に操りかえされP その 111]1乙は，ほとんど結実がみられな

いかp ごく僅少である。すなわち昭和 21 年または 22 51ミによく結実し 25 年ないし 26 :'1'.に

多少の結実をみている。とれは野申込地方の2~3年ごとに豊実年度が繰りかえされ.そのiHJIこも

多少の結実をみ，会〈結実しないのは豊作の翌年 1 何年ti/:であるのに比べて，概して日射と温

度の不足のために花芽の形成に必必な C/N の比率がととのわないためと考えられる。なお，

との地方のトドマツの由来は池川林務署哲=内のそれと比較すると，その大きさは午ぱにすぎな

いといわれている。

1Ii柔rrにおよぽす影~Q.~についてはすでにのべたととろであるが，とれらの材寸三の稚tMが発生し

でも， i紅~~芸の影響によってその生育の劣っているととも就に知られている。毛主果などの状況か

らみても，霧による影響が，二重，三重に林木の上iこ力"えられていることは見逃すわけにはゆ

かない。とれらの幸吉果については別に報告される。

(2) 樹葉による水分・の保有量

林の内外の陽光の観測によっても，森林によって霧祉が捕捉されて，後方の悶放i也にまでは

霧の及ばなかったととは明らかであるが，その附近に成立している林水によって p ととにとの

度はその樹実によって水分が吸着せられる量をiWjÂごしてみた。

最初脳集に付着した水分を測定してみたがp 微量のため野外でその私刊Lを示すまでに至らな

かった。それで、 p との樹葉を搾取してもち帰り，とれを水中に浸して，水を'切って水分が以j下

しなくなった時の水分・保有量を測定してみた。

各樹.~ 10 ~~ーを 1 t洋として， 10 鮮について千均値を求め p その H干については，青写昆I乙

焼いたものをプラニメ{ターで測定して2J'-UJの葉nW積を算出した。各制加-"1'-1:勾 1 枚の栗田技，
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各 1 誕の水分保有量， cm~ あたりの水分保有量を算定したのに第 6 去のごとくであった。

との紡よf~ケヤマハンノキは樹誕 1 牧につき 0 .47 g，グケカンパ 0.225 g , ミヤマハンノキ

0.765g , イタヤ 0 .47g で， cm" あたり水分保有量はケヤマハンノキ 0. 0l006g， ミヤマハ

ンノキ 0.00975 g , ダケカンパ 0.00965 g , イタヤ 0.0077 g の順であった。とれらは各干泣誕

の最大の保有量と考えられるが，との量を超過したものは滴下しはじめるものと，官、われる。今

後p さらに防主主林を形成する各樹極の葉や桔I4F，それに下車などについても拍捉する量を確か

め，同時に林で泊j下しはじめるときの霧の濃度，その時間などについて林縁から高さと距離別

に調べる必要があるとJιっている。

第 6 表樹種別の葉による水分保有量(厚岸郡珍辺の海岸での調査)

樹 積 |平均 l 枚の葉面積 cmZ I 業の水分保有量 g cm2 当り水分保有量 g

46.7 0.470 0.01006 

〆ケカンパ 23.3 0.225 0.00965 

ミヤマハンノキ 78.5 0.765 0.00975 

イタヤ 61.0 0.470 0.00770 

S 6. むすび

多くの森林は多少にかかわらや班点状に照射する疎開部を有している。林冠のすき 1mをもれ

て身、j 入ずる防光が:ltιl二に影を落す地点l土，その瞬間は相当多量の)!{t射量があるが，なお楳地の

fiÒ時観ìl!IJのがf県にくらべると極めて小量で、ある。とれば周囲に林立する材、木により白身、j光線の

多くを失い， 1ttQ.J光線が加わっているからで，その地点では，なお棋の競合も甚だ大で吏:析に

良灯-な端境ではない。 しかも千ヰ過の材d也では 2 時Jf \J .L:U二**内の同一向所がとの JEt射をうけると

とが少なく，班点は太防の移動とともに林内を移動している(カラマヴ林では都7 図に示され

たように 12 時から 13 時まで、斑点状の)[{{身、j があった)。したがって，極めて僅かな防光が林

内に射入している。

J.(f ll村での観ìW!ではミヅナラの林では，棟地と比べて平均 8.3% よりなしシコロ・イタヤ

の林で，その下にはメシダ・パイケイサウなどを生じ，放牧地として使川せられている処では

7.4%，アカダモの枝肉下では 5.2% であった。

海霧は多く夜間に発生するので(午前 4時ごろ)日中は晴天となり，午後は高霧となり全天

が曇ってくるので，海霧の襲来の時の観測jと云っても，かかる林内のj照射の関係は曇天の場合

と同様な結果を示している。

また太白l村の湿原のヤチハンノキ林・台地のカラマツ人工林・ヤチダモ林・上尾幌のエゾマ

ツ林などで耗日観ìWI した結果では，林木の生長，ととに稚樹の更新のためにはさらに多量の陽

光が必要であるととがわかった。
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すなわち，ヤチハンノキ林内は 6.7%，カラマツ林内は 7%，ヤチグモ林内は 38% で，ヤ

チダモ林を除いてはいすれも過少と認められた。

1II新は 5% .L;J、下で、/:J: IW日fIで， IniJJ副主の強い樹の更新で、も 5~10% ではじまり，ゴドl耐i0i:性の樹

では 20~30% でないと更新がおぼつかない。 30% 以上で、吏:析が煤んとなり，最もよい成長

を期待するのは 60% .Lj，上で、ある。しかも観ìJ!lj は日'1 1比1引1"J Jfj1Jヲ〈時であるから，深い認がかか

ったときはさらに{氏い出身、j量であるととは勿論で・ある。したがって，いろいろの樹聞のTfけ封が

林内にあっても，とれらに良好な生77をとげしめるには，なお多量の陽光が照射する必要があ

る。

また厚岸郡珍辺の泌j岸で，識がかかってきた時の観i!ll代、は，湯の深い海岸は p 観測1時の合計

では 43.9014 g.cal/cm2 で，宗寺が林iこ吸牧された後方で、の観inljで、/j: 194. 962 g.cal!cm~ で 1/4

に減じているが，林内では，さらにその午分の 21. 4796 g.cal/cmつとなっていた。

将来これらの事実を一)l"r航;必ずるとともに，居階別にも観iJllJを実施しp 林木ととに出葉・樹

i昨ならびに林内のいろいろの村〔生や地被物によってtJ]j犯される議粒についても距離や!汁階別に

研究を進める必要があれ也んでとのために森林の成立とその1II来~.に及ぽす影告~!乙関して巧究

しなければならない。
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Generally speaking, 1τlOst forests have ragged breaks or small opennings in 

their canopies through which direct sunlight filters through. 
The amount of sunlight which filters through the canopy and reaches the 

forest floor at a given moment is considerable but is nothing compared with 
the amount observed simultaneously in an open area. Moreover , on account of 
trees crowding closely, root competition exsists. 1n a normal forest growth 
it is highly improbable that the same forest floor could be influenc巴d by sunlight 
for over two hours at a stretch. It can be said that very little sunlight finds 
its way into a forest. 

According to our observations at Ohta-mura , the amount of sunlight in 
Quercus-forests barely reached an average of 8.3% of the light density of open 
areas. And inρhellodendron-Acer fOrests where Dryoρteris， Veratrum sρ. 
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covered the forest floor and had been used ﾍor pasture, the sunlight amounted 
to a mere 7.4% of open areas. Under Ulnzus canopies the amount of sunlight 
was only 5.2% of that of open areas. 

Sea fogs in this area have a tendency to form during the night with the 
mornings clear, and in the afternoons high altitude fogs appear forming an 
unbroken overcast. As a result , though our observations are centered on sea.fogs, 
the results of the relationship between sunlight and sea fog in forest areas are 
the same as on cloudy days. 

As a result of a full day observation of ligh肱1託t density in the ma但1
Oh肱1抗ta仕剖.寸mura in FraxiωJη'UωtωS t刀nzηZαnd出shuric印正a ， Larix Kaem�feri and Alnus jaJうonica
var. arguta forests it was noted that the sunlight was far from being sufficient 
for the healthy growth of trees. 

The light amount as compared with open areas was in Alnus.forests 6.7% , 
in Larix.forests 7% and in Fraxinus.ﾍorests 38.%. In other words, the amount of 
sunlight in forests other than Fraxinus was far from sufficient. 

Reproduction in 5% light density areas and under is difficu1t. Even in the 
case of tolerant trees reproduction begins at 5-10% and in the case of intolerant 

trees at least a 20-30% light density is requied to initiate reproduction. 
It was noted that reproduction at 30% was f10urishing and that maximum 

growth could be expected in areas where the light density was over 67%. 
As our observations were conducted on a clear day it is obvious tha:t in a 

dense fog the rate wi1l be higher. Therfore we can say that seedlings of 
various trees in forest areas will require a greater density of light for favorable 
growth. 

According to our observation on the Akkeshi coast (Pacific coast) during 

sea.fogs , we noted that the sunlight was reduced to one third of its original 
density. In dense fog areas the reduction rate was 45.8176 g.cal/cm". 

In the lee of forest be1ts 194.968 g.cal!cm". In the forest (Betula Ermani 
var. genzuina) the light density was half of that of the coast which was enveｭ
loped in fog. (22.226 g.cal/cmつ.




